
用途分野

• 家電
• ハイブリット自動車等のモビリティ用
主機モータ
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新技術の概要

高効率モードと高出力モードを持つ
マルチモードリラクタンスモータ
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相数と極数を特定の組み合わせにすることで、高効率(SynRM）モード
と高出力（SRM）モードの切り替えを最小限のインバータで実現

マルチモードリラクタンスモータ
構成例（Ns＝５,Np＝３ ,k＝2 ）

〇相数と極数を特定の組み合わせとした両突極型構造
・奇数かつ互いに素な3以上の自然数，NsとNp
・kを自然数として，固定子突極数 ns=2kNs

回転子突極数 np=2kNp

〇集中巻コイルを、極性が反転するよう配置
〇1相あたりns/Ns=2k個のコイルから構成、Ns相巻線

電流波形を変更してモードを切り替え
SynRMモード ：電流の極性は反転，磁界は同期

励磁位相は，Npmp≡２ms (modNs)
SRMモード ：電流の極性は一定，磁界は非同期

励磁位相は，Npmp≡１ms (modNs)

構造・動作
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効率向上

出力を
補完

本技術のアピールポイント
• 永久磁石が不要なリラクタンスモータ
の出力・効率向上
→高効率運転が可能な領域を拡大
→最大トルクと最大出力を両立

• 電流の自由度を常に最小化
→駆動回路コストを低減
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